






















①「しあわせのあおいふうせん」

②あるところに、どうぶつたちのまちがありました。まちのまんなかには、かわがあり、きのはしがかかっていました。

どうぶつたちは、たいへんなかよくくらしていましたが、こまったことにキツネさんだけは、みんなとなかよくしようとしませんでした。

そうそう、こんなことがありました。

③かぜがふく、さむいあさのこと。ブタさんのこどもがびょうきになり、キツネさんにクルマでびょういんまでつれていってくれるよう、

なんかいもたのみました。このまちで、クルマをもっているのはおかねもちのキツネさんだけなのです。

しかしキツネさんは、「あさはよからうるさいなあ。まだねむたいんや。」といって、ドアをしめてしまいました。びょういんは、はしをわ

たったとおくにありました。「エーン。エーン。こどもがしんでしまうよー。」とうとうブタさんはなきだしてしまいました。

④ブタさんのなきごえをきいて、きんじょのどうぶつたちがあつまってきました。すこしでもはやく、びょういんにつれていかないとこ

どもがかわいそう。「わしやったら、おんぶできるし、つれてったるわ。」ちからもちのゾウさんがいいました。さむいかぜがふくなか、

ゾウさんは、なんとかびょういんまでこどもをつれていきました。おいしゃさんにみてもらい、ブタさんのこどもは、すぐにげんきになり

ました。

⑤ぶたさんは、うれしくてゾウさんのおウチに、おれいをいいにいきました。すると、ゾウさんは、かぜをひいてねていたのです。ゾウさ

んがびょうきになってしまったのをきいて、みんなあつまってきました。ウサギさんがいいました。

「また、だれかがびょうきやケガをしたら、どないしょう。ゾウさんばっかりたよられへんで。」

⑥クマさんがいいました。「みんなでおかねをだしあって、きゅうきゅうしゃをかったらどうやろ。」ほかのどうぶつたちもさんせいでし

た。しかし、キツネさんは、「じぶんのクルマがあるから、きゅうきゅうしゃがなくてもこまらへんわ。」といっておかねをだしませんでし

た。みんながおかねをださないと、きゅうきゅうしゃがかえません。ほかのどうぶつたちは、かなしいきもちになりましたが、どうするこ

ともできませんでした。

⑦そのひのよるから、あめがまちにふりはじめました。あめは、つぎのひも、またつぎのひも、はげしくふりました。やっと、あめがあがっ

たひに、たいへんなことがおこりました。キツネさんのこどもが、だいどころのガスコンロのひをつけてあそんでいたら、しっぽにおお

ヤケドをしてしまったのです。キツネさんは、すぐにこどもをクルマにのせ、びょういんにむかいました。

⑧クルマがかわにちかづき、はしのところにきたときです。キツネさんは、アッとおどろきました。おおあめで、はしがながされていた

のです。「どないしょう。かわのむこうにわたられへん。」そのとき、たまたまタヌキさんとゾウさんがとおりかかりました。キツネさん

は、タヌキさんとゾウさんに、こどもをたすけてほしいとたのみました。

⑨ゾウさんがいいました。「タヌキさん、ほっといたらええやん。ブタさんのこどもがびょうきのときにはキツネさんはなにもたすけて

くれへんかったで。」やさしいタヌキさんは、いいました。「ゾウさん、こどもがケガしてるんやで。ほっとくわけにはいかへんやないか

。」そういうと、タヌキさんはあたまにはっぱをいちまいのせ、りょうてをあわせると、じゅもんをいいました。「チチンプイプイのプイ。

ふうせんになあれ。」

⑩あーらふしぎ。タヌキさんがあおいふうせんにばけてしまいました。キツネさんが、こどもをいとにむすぶと、ふうせんがいいました

。「ゾウさん。びょういんにむかって、そのおおきなみみをウチワのようにあおぐんや。」ゾウさんは、おもいっきりみみをふりました。タ

ヌキさんがばけた、あおいふうせんは、キツネさんのこどもといっしょに、びょういんにむかってどんどんとんでいきました。

⑪それから、しばらくたってからのことです。あたらしいコンクリートのはしができました。どんなに、たくさんあめがふっても、もうだ

いじょうぶです。はしができたときには、みんなが、タヌキさんのようなやさしいきもちをわすれないようにと、たくさんのあおいふう

せんをとばしました。

ふうせんは、どんどんたかくあがって、やがてあおいそらにすいこまれていきました。」

「しあわせのあおいふうせん」

点線で切り取り、各場面の裏に貼ってお使いください。


